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【協議（２）】令和８年度事業計画（案）について 
  

今年度は、令和７年３月に策定した「第３次豊山町地域公共交通計画」の２年目であ

る。第１次・第２次計画に引き続き、「自動車に頼らなくても、子どもや高齢者も安心して

町内を回遊するとともに、町外への通勤・通学や買い物、通院など生活に必要な施設に行

きやすい公共交通環境の充実」に向けて、計画を推進し、最終的な目標値の達成度評価を

行うことで、次年度の事業内容の検討に繋げていく。 

 「安全・安心」、「利便」、「環境」をキーワードとする「第３次豊山町地域公共交通計

画」に関連する目標は次のとおり。 

 

 

    「第３次豊山町地域公共交通計画」で定める目標： 

 

１. 人にやさしい安全な交通 

 

２. まちの機能や魅力を高める利便性の高い交通 

 

３. 環境にやさしい持続可能な交通 

 

４．公共交通の確保や維持、改善 

  

資料７ 
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＜参考＞豊山町地域公共交通計画Ｐ５２ 事業の内容・実施主体とスケジュール 
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令和８年４月１日現在 

事業の内容 実施目標年度 令和７年度実施内容 令和８年度の予定 

人
に
や
さ
し
い
安
全
な
交
通 

１ バスの待合環境の整備（実施主体：豊山町・交通事業者・施設管理者）  

（１） 乗り換え拠点の整備 随時実施 

豊山町社会教育センター、青山高添、北部市場を始めとした、バ

スが相互乗り入れしている乗り換え拠点について、公共交通マ

ップやホームページを通じて周知を行った。 

バスが相互乗り入れしている乗り換え拠点について周知を続け

るとともに、バス停が集中する社会教育センターについて、バ

スの待合機能の強化を図るため、案内図や時刻表の掲示を行う。 

（２） バス待合環境の改善 協議・実施 

バスロケーションシステムを活用し、運行状況の提供を行った。 

民間施設に対し、サイクル＆バスライド拠点として駐輪場利用

の要請を行ったが、不調となった。 

バスロケーションシステムを活用し、運行状況の提供を行う。

サイクル＆バスライド拠点を周知し、駐輪場利用の促進を図る

ほか、引き続き事業者等に働きかけて拠点の増加に努める。 

２ 高齢者の移動支援（実施主体・豊山町・交通事業者・福祉団体） 

（１） 
多様な交通サービスとの連

携 
継続実施 

デマンド型交通（乗合タクシー）の実証実験結果を分析し、今回

の利用対象者の場合、費用対効果等の面で本格実施は困難であ

ると考察した。 

デマンド型交通（乗合タクシー）の実証実験結果等を踏まえ、よ

り費用対効果等の高い交通サービスを検討する。 

（２） 高齢者の利用促進 継続実施 

とよやまタウンバスの「おでかけパス」（高齢者割引）を実施し

た。また、高齢者向けスマホ講座にてバスロケーションシステム

の使い方を周知した。 

とよやまタウンバスの「おでかけパス」（高齢者割引）を継続し

実施するとともに、利用者の状況を把握するため、外出機会や

社会参加の機会が増加したか尋ねるアンケート調査を実施す

る。また、昨年度に引き続き、高齢者向けスマホ講座の際にバス

ロケーションシステムの使い方を周知する。 

（３） 
タクシー利用料金補助事業

の継続実施 
継続実施 

・介護を必要とする高齢者の通院、買い物、娯楽等の利便を図る

ため、要介護認定又は要支援認定を受けている者に対するタク

シー利用券を交付した。（実績：８８０件） 

・障がいのある方の移動を支援するため、障害者手帳所持者に

対するタクシー利用券を交付した。（実績：１２５件） 

タクシー利用券の交付を継続して実施する。 

（４） 
運転免許自主返納事業の継

続実施 
継続実施 

・運転免許証を自主返納した６５歳以上の高齢者に対し、とよ

やまタウンバス回数券又は町発行のタクシー利用券を交付し、

移動支援を行った。 

（実績：タウンバス回数券１０件、タクシー利用券１４件） 

タウンバス回数券又はタクシー利用券の交付を継続して実施す

る。 

ま
ち
の
機
能
や
魅
力
を
高
め
る 

利
便
性
の
高
い
交
通 

３ バスの利便性の向上（実施主体：豊山町・近隣自治体・交通事業者） 

（１） バス路線の周知 継続実施 

町広報紙やホームページ、ＳＮＳを通して情報提供を行うとと

もに、各種イベントにて公共交通マップを配布し、公共交通のＰ

Ｒを図った。また、公共交通マップにタウンバスと接続している

「こまくる（小牧市）」、「きたバス（北名古屋市）」、「名古

屋市営バス」の情報及びＱＲコードを掲載した。 

継続してバス路線の情報提供を行うとともに、各種イベントに

て公共交通マップを配布し、公共交通のＰＲを図る。 

最寄りのバス停から病院など、日常的に利用するバスの時刻等

を記載した個人用の時刻表（マイ時刻表）のサービス導入に向

けた検討を行う。 

（２） 
とよやまタウンバスの車両

更新 

協議：令和７年度 

更新：令和８年度 

協議：令和９年度から 

令和８年度に南ルートの車両を１台更新するため、補助金の申

請や所要の手続きを行った。 

令和８年４月１日に南ルートの車両１台の更新を行う。 

（３） 

Ｇｏｏｇｌｅ Ｍａｐ等の

検索サービスへの継続対応

（ＧＴＦＳ整備） 

継続実施 

ダイヤ改正等に合わせ、適宜データ提供を行った。 ダイヤ改正等に合わせ、適宜データ提供を行う。 

（４） 運賃支払い方法の充実 随時実施 

とよやまタウンバス回数券の取扱所増加に取り組み、令和８年

度からセブンイレブン名古屋如意店での取り扱い開始に至っ

た。 

とよやまタウンバスへのクレジットカード決済等の新たな運賃

支払い方法の導入について、検討する。また、とよやまタウンバ

ス回数券の取扱所増加に取り組む。 

１ 令和８年度事業計画（案） 
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事業の内容 実施目標年度 令和７年度実施内容 令和８年度の予定 

ま
ち
の
機
能
や
魅
力
を

高
め
る
利
便
性
の
高
い

交
通 

４ 新たな交通サービスの活用（実施主体：豊山町・愛知県・交通事業者） 

（１） 

利用者の需要に応じた柔軟

な交通サービスや先進モビ

リティサービスの活用 

条件が整えば実施 

デマンド型交通（乗合タクシー）の実証実験結果を分析し、今回

の利用対象者の場合、費用対効果等の面で本格実施は困難であ

ると考察した。また、県が市町村と連携して行う「新モビリティ

サービス推進事業」の対象地域として、尾張北部地域（小牧市・

犬山市・北名古屋市・大口町・豊山町）におけるＭａａＳの実証

実験を実施した。 

デマンド型交通（乗合タクシー）の実証実験結果等を踏まえ、よ

り費用対効果等の高い交通サービスを検討する。 

環
境
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
な
交
通 

５ 自動車に過度に依存しない交通行動の促進（実施主体：豊山町・交通事業者） 

（１） 
豊山町公共交通マップの作

成・配布 
継続実施 

各バス事業者のダイヤ改正に合わせ、公共交通マップを年２回

作成し、配布した。また、サイクル＆バスライドの駐輪場がある

バス停には、マップに駐輪場マークを記載して周知した。 

各バス事業者のダイヤ改正に合わせ、公共交通マップを年２回

作成し、配布する。また、サイクル＆バスライドの駐輪場がある

バス停には、マップに駐輪場マークを記載して周知する。 

（２） 
出前講座や利用促進イベン

トの実施 
随時実施 

１１月に実施した環境フェスティバルにおいて、「名鉄バス」の

車両展示を行い、公共交通をＰＲした。また、各種イベントにて

公共交通マップを活用したＰＲを行った。 

１１月に実施する環境フェスティバルにおいて、「あおい交通」

のバス車両展示による公共交通のＰＲを実施する。また、随時

出前講座の募集を行う。 

（３） 公共交通のＰＲ 随時実施 

町ホームページや広報誌、ＳＮＳ、転入者へのマップ配布を通じ

て町内の公共交通案内やバスロケーションシステム関する情報

を発信し利用促進に取り組んだ。特に、バスを利用したことがな

い方向けに乗り方をお知らせする広報を行った。 

また、町内で実施するイベントの実施時やゴールデンウィーク、

年末年始等の道路混雑時期にあわせて公共交通機関の利用を呼

びかける他、エコ通勤デーを始めとしたエコモビリティライフ

の推進を行った。 

随時、町内の公共交通案内やバスロケーションシステム関する

情報を発信し利用促進に取り組む。 

また、町内で実施するイベントの実施時や大型連休等の道路混

雑時期にあわせて公共交通機関の利用を呼びかける他、エコ通

勤デーを始めとしたエコモビリティライフの推進を行う。 

６ 自転車・徒歩で移動できる交通環境の整備（実施主体：豊山町・道路管理者・施設管理者） 

（１） 
安全で魅力的な自転車・歩

行空間の整備 
随時実施 

ヘルメット購入費補助事業を実施した（実績：１５９件）。 

また、自転車と公共交通の共存のために、出前講座や利用促進イ

ベントなどで自転車マナーの啓発活動に取り組んだ。 

ヘルメット購入費補助事業を継続して実施する。また、出前講

座や利用促進イベントなどで自転車マナーの啓発活動に取り組

み、自転車と公共交通の共存を図る。 

（２） 
サイクル＆バスライドの推

進 
随時実施 

サイクル＆バスライド拠点を周知し、駐輪場利用の促進を図っ

た。民間施設に対し、サイクル＆バスライド拠点として駐輪場利

用の要請を行ったが、不調となった。 

サイクル＆バスライド拠点を周知し、駐輪場利用の促進を図る

ほか、引き続き事業者等に働きかけて拠点の増加に努める。 

公
共
交
通
の
確
保
や
維
持
、
改
善 

７ 既存バス路線の確保・維持（豊山町・交通事業者） 

（１） 
地域公共交通確保維持改善

事業の活用 
継続実施 

以下の路線について、地域公共交通確保維持改善事業における

地域間幹線として国・県の支援を受けた。 

・勝川駅あいち航空ミュージアム線（勝川駅前⇔あいち航空ミ

ュージアム（エアポートウォーク北）） 

・とよやまタウンバス南ルート（航空館ｂｏｏｎ⇔名古屋栄） 

引き続き、以下の路線について、地域公共交通確保維持改善事

業における地域間幹線として国・県の支援を受け維持していく。 

・勝川駅あいち航空ミュージアム線（勝川駅前⇔あいち航空ミ

ュージアム（エアポートウォーク北）） 

・とよやまタウンバス南ルート（航空館ｂｏｏｎ⇔名古屋栄） 

８ 路線・運賃の改善（豊山町・交通事業者）  

（１） 
公共交通網やダイヤの見直

し 

協議：令和７年度～８年

度 

臨空第２公園へのバス路線の延伸や誘致について関係者へのヒ

アリングを行った。 

臨空第２公園へのバス路線の延伸や誘致について、必要に応じ

て関係者へのヒアリングを行う。また、１２月１日までに愛知
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令和９年度以降条件が整

えば実施 

県基幹的広域防災拠点の整備に伴う航空館ｂｏｏｎのバス停移

設とルート変更を行う。 

事業の内容 実施目標年度 令和７年度実施内容 令和８年度の予定 

公
共
交
通
の

確
保
や
維

持
、
改
善 

（２） 
わかりやすく合理的な運賃

体系への見直し 
条件が整えば実施 

バス事業者と情報収取・検討を行い、長期的な視点で取り組ん

だ。 

引き続き、バス事業者と情報収取・検討を行い、長期的な視点

で取り組む。 
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２ 令和８年度スケジュール 

 

行事等 実施時期 内容 

第１回公共交通会議 ６月１８日 

 

【報告事項】 

・本町における地域公共交通の現況について  

・令和７年度事業報告について 

・令和６・７年度地域公共交通確保維持改善

事業の二次評価結果について 

・新モビリティサービス推進事業（尾張北部

５市町ＭａａＳ実証事業）について 

・とよやまタウンバス航空館ｂｏｏｎバス停

の移設について 

【協議事項】 

・豊山町地域公共交通会議の令和７年度決算

について 

・令和８年度事業計画（案）について 

・地域公共交通確保維持事業に係る令和９年

度地域公共交通計画の認定申請について 

パブリックコメント

実施 

８月 ・とよやまタウンバス航空館ｂｏｏｎバス停

移設に係るパブリックコメント 

第２回公共交通会議 ９月 ・本町における地域公共交通の現況について 

・とよやまタウンバス航空館ｂｏｏｎバス停 

の移設について 

・その他未定 

運賃料金部会 ・とよやまタウンバス航空館ｂｏｏｎバス停 

の移設に係るキロ程の変更 

バス車両展示 １１月１４日 ・豊山町環境フェスティバルにおいて、あお 

い交通の車両を展示 

とよやまタウンバス

航空館ｂｏｏｎバス

停移設 

１２月１日 ・移設後のバス停で運用開始 

公共交通マップ １２月 作成・配布 

第３回公共交通会議 １月初旬 ・本町における地域公共交通の現況について 

・地域公共交通確保維持改善事業に関する事 

業評価について 

・その他未定 

公共交通マップ ４月 作成・配布 

マイ時刻表作成 随時 検討・作成 

ＷＥＢコンテンツ 随時 町ホームページの更新 

 


